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第３期中期経営計画 FuSodentsu Vision 2027 数値目標の見直しに関するお知らせ 

  

 当社は、2026 年 11 月 11日開催の取締役会において、2025 年度を初年度とする３カ年の中期経営計画の最終年度

の数値目標の変更について、下記のとおり決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． FuSodentsu Vision 2027最終年度 数値目標の修正について 

 売上高 営業利益 営業利益率 ROE 

修正前目標（Ａ） 55,000百万円 2,200百万円 4.0％ 10.0％ 

修正後目標（Ｂ） 61,000百万円 3,050百万円 5.0％ 10.0％ 

Ｂ－Ａ 6,000百万円 850百万円 1.0％ - 

増減率 10.9％ 38.6％ - - 

 

２． 修正の理由 

当社は2025年９月期より、さらなる持続的成長と企業価値の向上を目指し、第３期中期経営計画「FuSodentsu 

Vision 2027～ココロ躍る未来に向かって Challenge DX Movement～」を策定し、事業および経営基盤の両面か

ら持続的成長の実現に取り組んでおります。その結果、重点領域の拡大等により業績は堅調に推移しており、

今後の成長見通しを踏まえ、最終年度の数値目標を上方修正することといたしました。なお、2027年９月期は、

前期に自治体向けの大型設備更新案件が集中した反動を見込むものの、修正前目標(売上高55,000百万円、営業

利益2,200百万円)を上回る水準を見込んでおります。 

営業利益率につきましては、人財投資やAX人財育成、生成AI活用等の成長投資を継続する一方で、付加価値

の高いソリューションビジネスの拡大、原価率の低減、生産性向上施策の推進により収益性の改善が進展して

いることから、従来目標である４％から５％へ引き上げることといたしました。 
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